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　もともとこの弓ヶ浜地域は綿花の栽培が盛んなところ

で、この地でとれた綿は「伯州綿」と呼ばれた。今から

半世紀前までは、伯州綿を藍染めにして機織る風景がこ

の地域一帯の民家で見られた。そうして出来上がったの

が私「弓はま絣」である。1993 年にアジア博物館・井

上靖記念館が建つ以前には、そこには「浜かすり民芸館」

があった。これら３つの館は、隠岐出身でダイニッカ（塗

Ｒ４３１物語
今回の主人公：弓はま絣

（アジア博物館・井上靖記念館　米子市大篠津町）
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を設立したのも横地その人である。一方、井上靖も中学・

高校と柔道に打ち込み、やがて二人は同じ道場で汗を流

す仲となる。横地が井上の功績を顕彰して記念館を建て

たのは、井上靖が没して２年後のことだった。実業家で

あり柔道家だった横地自身は、2007 年に鬼籍の人となっ

た。

　広大な敷地には、井上靖記念館のほかに次の３館が並

　日本海に面した弓ヶ浜沿いを走ると、巨大な門を擁し

た建物に遭遇する。門の右に「アジア博物館」、左に「井

上靖記念館」とある。井上靖とは、昭和に活躍した作家

である。しかし彼の出身は北海道である。なぜ、ここに

アジアと井上靖が居並んでいるのだろうか。今回のＲ

431 物語では、私「弓はま絣」が、そのあたりのことを

紐解きながらおはなしをさせていただく。

料販売の大手）の創

業者横地治男がすべ

て設立したものであ

る。

　横地と井上靖を結

びつけたのは柔の道

だった。横地は柔道

八 段 の 腕 前 で、 古

賀稔彦・吉田秀彦ら

を 輩 出 し た 講 道 学

舎（2012 年に閉塾）

（小伊津港）んでいる。私の仲間た

ちを日本各地から集め

た「かすり館」、涙の

か た ち を し た ペ イ ズ

リー模様で知られるペ

ルシャの織物を収蔵す

る「 ペ ル シ ャ 錦 館 」、

モンゴルの伝統文化を

伝える「モンゴル館」。

特にペルシャ錦館は、

17 ～ 18 世 紀 の ペ ル

シャ錦 2000 点を収蔵

し、 世 界 ３ 大 コ レ ク

ションの一つとされる

から驚きだ。

　井上靖記念館には、作家の世田谷の住まいの一部がそ

のまま復元されている。書斎の机上には、彼が愛用した

万年筆と眼鏡が原稿用紙とともに置いてある。井上靖は

青春時代に柔道に励むかたわらで、いわゆる西域の歴史

にも強い関心を抱くようになる。それはのちに『敦煌』『楼

蘭』などの小説に結実し、西域への旅もシルクロードＮ

ＨＫ取材班に同行するなど 11 回に及ぶ。旅と言っても

普通の観光旅行とはわけが違う。道なき道を行くような

過酷な旅で、しかもそのうちの多くが 60 歳を超えてか

らである。西域への果てなき夢と柔道で鍛え上げた肉体

がそれを支えていたのだろうか。

　館内の庭はそのまま植物園になっていて、染め織りに

つかう植物約 300 種類が所狭しと植わっている。私の原

料となるワタやアイももちろんその中にある。アジア文

化の香気溢れる空間へ、どうぞいらしてください。
（いわた・えいさく／総合文化学科教員＊日本近代文学）

■かすり館。

■ペルシャ綿。

■中学時代の井上靖。


